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論文の内容の要旨

　ナノメーター程度の大きさの微結晶は，結晶全体に対する粒界・界面の割合がバルクに比べて多いことから，

バルク結晶やアモルファス材料にない物性を持つことが期待される。そのため，新機能材料開発をめざして基礎

及び応用の両面から研究が活発に行われている。本研究ではナノサイズの大きさを持つ強磁性体材料の作成及び

物性を測定した。以下ではその結果を示す。

1）ガス・デポジション法（GDM）により作成した強磁性金属（Fe，Ni，Co）ナノクリスタル膜の構造と磁性

　高いガス雰囲気圧力，低い蒸発温度の条件ではサイズとして10nm程度を持つ粒子が作成された。これらの結

晶構造はFeではbccをM，Coではfccを有すことがX線回折から判った。これらの試料に対し，飽和磁化はバル

クの90％以上を示し，かつ酸化に対して強い性質を持つことが判明した。なお，Feナノクリスタルのメスバウアー

測定では酸化物のスペクトルは確認されていない。さらに，低保磁力を有するナノクリスタルは低いるつぼ温度

や高いガス圧力で得られることが明らかになった。これらのナモクリスタルはバルク材料より優れた軟磁性材料

の開発の可能性を持つ。

2）無電解析出法によるhcp－Co超微粒子の生成と磁性

　無電解析出法で作成した直鎖蒸状hcp－Co超微粒子は保磁力で15000e程度を元素異が判った。一方，期待した

hcp－Coの結晶磁気異方性は全体の40％程度含まれることが判った。しかしながら，Co原子の微視的な環境はバ

ルクhcp－Coのものとは大きく異なり，表面層や，不純物の影響が現れると思われる。

審査の結果の要旨

　本研究では，GDMで作成したナノクリスタルの酸化の程度は従来の方法である不活性ガス中蒸発法に比べて

小さく，GDMが超微粒子を扱う応用技術の一つとして可能性を示したことは評価出来る。また，磁性材料とし

て有望視されているCo超微粒子の磁性の測定を通じて今後の改善点を示したことは有意義である。

　よって，著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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